
 

Instructions for use

Title 気候区から見た百歳長寿者の居住分布の経年変化に関する調査

Author(s) 岩崎, 輝雄; 岩崎, 洋一; 矢崎, 俊樹; 森谷, 絜; 阿岸, 祐幸

Citation 日本温泉気候物理医学会雑誌, 65(3), 147-152

Issue Date 2002-05

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/32856

Type article

File Information onsen147.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


■

ギ
ρ

㌧

日温気 物 医誌第65巻3号2002年5月

つ9

147

気候区から見た百歳長寿者の居住分布の
経年変化に関する調査
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Summary

Weplottedthedistributionoflong-livedpersonsderivedfromthenationalregisterof

long-livedpersonsasoffiscalyearsofl980(N=1,349)and2000(N=・17,740)preparedbythe

MinistryofHealthandWelfaretoinvestigatevariousfactorssuchasmedicalclimatology

andgeographyonhealthyaging.ThedatawereplottedonamapofJapanclassifiedinto

variouslivingenvironments,suchascoastalareas,fbrests,andmountainousareas.Inad-

dition,weinvestigateduniversalelementsandtransformingelementsthroughyear-by-year

comparisonsoyeraperiodof20years.Japanwasdividedintonineclimaticdistricts:

Hokkaido,theJapanSeaarea,thePaci丘cOceanarea,theSanrikudistrict,theTokaidistrict,

theinlapddistrict,theSetoInlandSeadistrict,theNorthemKyushudistrict,theNankaidis-

trict,andtheSouth-westemIslands.

Consequently,wefbundacommontrendthatrelativelywamlclimatesandclimatesin

coastalareasarefavorablefbrlongevity.However,the'fbllowingtrendswerealsorecog-

nizedastransformingelementsthatcannotbeignored:1rAremarkableimprovementsin

therate(numberoflong-livedpeopleperlOO,000population)incoldchmateregions,i.e.,

theJapanseaarea,inlandarea,andHokkaido;2.Aremarkableshi丘ofhigherratesf士om

coastalareas,whicharecontaminatedbyindustrialplants,toinland
,flatareas.

Asaresult,ithasbecomeclearthatresearchonfactorsofhealthyaging,especiallyincold

climateregions,havetobemadeinthefUtUre.
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1緒 言

寿命は健康の総てではないものの、長寿

者は、疑いもなくその生命力からも"健 康

エ リー ト"で あり、その最高水準にあるの

が百歳長寿者(以 下長寿者と呼ぶ)と いえ

よう。

今 日では、「単なる長寿」でなく、「社会

負担の少ない健やかな長寿」一が国民共通の

願いでもある。本研究では、長寿者の居住

分布を気候学か ら、植生、地形、温度等の

気候因子の共通性や、緯度、海抜等の気候

要素を有する気候区分に注目し、健やかな

長寿をもたらす諸因子を、社会医学的及び

生気象学的条件1"3)・9)と 併せて、20年 の

間隔をあけてその変化を検討 した。

本研究でははじめに1980年 度厚生省全国

高齢者名簿4)記 載の1,349名 に基づき、厚

生省の協力のもと栄養面接調査、生活行動

調査、病歴調査等の多項 目をまとめた財団

法人健康 ・体力づくり事業団の報告書1)を

参考に解析を行い、次いで追跡調査を行っ

た。

その結果、温暖で日照時間が長い気候条

件、豊富な海産物等の条件が有効に作用 し

ている瀬戸内地方、北九州地方等の気候区

が優位性を持っていること、特に温暖な気

候のため一年を通じて働ける農業や漁業の

就業環境、四季を通じて新鮮な緑黄食野菜、

魚介類などの摂取等沿海部のもつ良好な居

住条件特性が明 らかになった3)(Fig.1)。

次いで今回20年 を経過した2000年 度の同

名簿により栄養・生活行動等の調査を省き、

気候区分調査については、1980年 度と同一

分析手法による独自調査により、長寿者を

守 り育てた生活立地環境を比較検討 した。

本2000年 度長寿者調査の対象者数は前回の

長寿者調査より13.2倍 の17,740名 であった。

ll研 究方法

長寿者の居住分布状況を、行政区分とは

異なる自然環境要素や観光地理学の要素を

取 り入れている関 口ら6}8)の9個 の気候区

を使って分類 した。

各気候区分の総人口試算方法は長寿者に

ついてはこの区分内の男女の分布実数でそ

の他の居住人数は気候区分により分断され

る市町村(都 道府県)に ついて、それぞれ

の分断で生じた面積比を求め、該当する人

口をその比率で按分するという簡易方式を

用いた。更に気候区ごとに沿海部、海抜100

mま での平野部、300mま での丘陵部、1,500

m未 満の高地部それに1,500m以 上の山岳

部に区分しその分布状況を求めた。

ボ
HokkajdoClimaticregion

2JapaneeaSidecimaticregion

翻 一
9Soutb・westemislandscl血ahcre伊`)n

Flg.1Distributionmapoflong。livedpeoplebycli-

matlcreglons



『ド

百歳長寿者の居住分布の経年変化 149

Ta61elComparisonofpercentatgesoflong。livedpeopleinthetotalpopulationsofeachregion

inl980and2000

popula廿on

Climaticregion

TotalPopulation No。oflong一 髄vedpeople≧100yearsold

No.oflong-1ived

peopleper100,000

populatjon

1980 2000 1980 2000

1980 2000

Populatlon % Populati㎝ %

Long-llved

people %

Long一 蘇ved

people %

Hokkaidoclimaticregldn 5,618,899 4.8 5,682,827 4.5 61 4.5 762 4.3 tO9 13.41

Japanseasidecllmatlcregion 料,706,039 10.0 9,574,905 7.6 112 8.3 1,617 9.11 0.96 16.89

San面kudisbict 4,916,537 4.2 5287,768 4.2 49 3.6 588 3.3 1.00 1t12

Tokaidistrict 47,058,279 40.2 54,422,G85 432 356 26.4 5,638 3で.8 0.76 10.36

Inlanddisセict 4.448295 3.8 4274,428 3.4 40 3.0 713 4.0 0.90 16.68

SetoInlandSeadistrict 22,475,596 19.2 27,885,563 22.1 375 27.8 4,100 23.1 1.67 14.70

No曲emKyushudistrict 10,301,315 8.8 10,167,232 8」 182 13.5 2,191 12.4 t77 21.55

Nankaidisthct 9,48t892 8.1 7,370,038 5.8 128 9.5 1,566 8.8 1.35 2t25

Sou廿rwestemisbndsclimatjcregion tO53,544 0.9 1,415,180 1.1 46 3.4 565 3.2 4.36 39.92

Total 117,060,396 100.0 126.080ρ26 100.0 1,349 100.0 17,740 100.0 1.15 14.07

また、日本の総人口を東西に二分して比

較する目的で、分岐点として東日本の西端

を福井、富山、長野、山梨、神奈川の県境

とし、東 日本と西 日本に総人口及び長寿者

総数を分割 した。

川 結 果

1.2000年 度 における長 寿者 の気候 区分に

よる居住分布(Table1)

2000年 の長 寿者 の居 住 分布 をみ る と、

1980年 の調査 と同 じく、そ こには山、海 、

河川、高原 といった地形や 自然条件 と気象

要素等 の影響が鮮明 にわか る。 これ を、気

候区分 ごとに人 口比率 を求め、長寿者の総

人 口に対す る比率 と長寿者出現率(人 口10

万人対)を 計算 した。

そ の結果総人 口で気候区別 に見て最多の

東海 地方 は43.2%(5,440万 人)の 人 口を

占め るが 、全 長 寿者 人 口の31.8%で あ る

5,638人 で東海 地方総 人 口に 占め る比率が

かな り低下 を示 している(10.36%)。 一方、

北九州地方 は総 人 口の8.1%し か 占めな い

が、長 寿者はその比率よ り多 い全長寿者 人

口の12.4%を 示 した。長寿者 出現 率(人 口

10万 人対)の 値 を見 る と、北 九 州地 方 は

21.55で 、東海地方 の10.36に 比べ 、2.08倍

とな っている。比率 の上か ら南西諸島気候

区は総 人 口に 占め る割合 が1.1%で 長寿者

は3.2%で 約3倍 、同出現率 は39.92で 同全

国平均 値14.07の 約2.8倍 と高い値 を示 して

いる。

気候 区をさ らに沿海部、平野部な ど地形

別 に見 ると、沿海部で長寿者総人 口の47.1%、

平野部で29.0%、 丘陵部で14.1%、 高地高

原部で9.3%、 山岳部で0.6%を 占め、 した

が って長寿者 の分布 の大勢 は沿海部 と平野

部で あ り、沿海部 は約半数 を占めて いるこ

とがわか る。沿海部 を詳 し く見 ると、北海

道気候区、 日本海岸気候 区、北九州地方 、

南海地方、及び南西諸 島気候 区はそれぞれ

50%を 越 え、平 野部 で東海 地方が46.1%、

日本海岸気候 区が29.0%、 高地高原部 で内

陸気候 区が73.5%等 、それぞ れの気候 区単

位 で、5種 の地 形区分 要素 に均等 に分布す

るのでな く、個別 の地 形に長寿者 の分 布が

偏 る特 性があった。(Table2b)ま た、各気

候区の長寿者出現率の全気候区平均値で比

較する と、南海地方以南の瀬戸内地方、北

九州 地方等 の緯度が低 い(温 暖で ある)ほ

ど長寿者出現 率は高 い傾向を示 した。
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Comparisonofdistributionoflong-1ivedpeopleinregions

between2000andl980-bysealevel一

(1980)

丁oρ09陪phy

Climaticrcεion

Co8st

Wh山lnl2km

實om廿 穐3ca$hor●

Fbt

O-100m

abo》e3e81evel

Hi騒

100飼300m

abo》e$e亀level

r

Higb』nd3

300・}1500r費

8bove3e&levd

Moun鎗in5

0鴇rl500rn

&bo》ese識 ヒvel

「

Toω

P60plC 瓢 ρCOρ1◎ 巽 pooρ 勘 覧 pooρlc I
覧 ρcogk} 覧 poople

1

}k激kaidocli㎜tiore`iQn 20 33.0 15 24.0 17 28.0 6 10.0 3 5.0 61

Japanso趣5ideciimaにicregion 60
し53

.0 28 25.0 12 1tO 12 1tO 0 0.0 112

輪c

o局

2
0
窮爾
ε…
で
oコ

●噂
o
笹o
q
じ

S●nhkudi$tf{ct 19 39.0 14 29.0 7 14.0 9 18.0 0 0.0 49

Tokaidist而ctI 113 32.0 159 44.0 38 1tO 45
'
13.0 0 0.0 356

Inboddist西ct 0 0.0 5 13.0 5 13.0 21 52.0 9 22.0 40

Soto-uohidistrict 229 61.0 49 13.0 47 13.0 50 13.0 0 0.0 375

No「themKyusyudi就 δct で14 63.0 59 32.0 4 2.0 5 3.0 0 α0 182
,

Nankaidi5trict 87 68.0 8 6.0 18 14.0 13 10.0 2 2.0 128

㌧

…

South一 轡05ヒe'nl510nd5

cl6m● 之5cr。`lon
46 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

一

46

τotaI 688 51.0. 337 25.0 148 11.0
L

162 12.0 14 1.0 1,349

)b (20C⑩)

Topoεraρhy

Climaticrezion

Co邸t

W徒hin12㎞

㎞ 愉●5●●5h㎝

臼at

O～100m

めo》e$瓠bvd

剛1

100旬300m

8bove3e81evd

7

H砿h』od3

300～1500m

8bOVG$● 邑levd

Mooot轟io8
,

ov●rl500m

abo》030alevd

T《ンtal

9●opb 覧 peopIo 覧 ρcopb 覧 pcopl6 瓢 pooplO 瓢 pcoplo

日ok㎞ldoclimaticre`i㎝ 433.8 56.9 200.2 26.3 120.4 15.8 7.6 1.0 0.0 0.0 762.0

」叩 ・n・・a5id・di㎜t己 … 瀬・n 832.0 51.51 469.1 29.0 212.3 13.1 66.4 6.0 7.1 0.4 1,617.0

・.
⊂
o

層

2

0}

ぢ
ε=
o
◎
で嶋
・.
o絶

o
o氏

1

S8nrikud55trict 219.9 37.4 154.8 26.3 140.0 23.8 66.4 11.3 6.9 1.2 588.0

Tokaidistrict

一

2,002.3 35.5 2,601.8 46.1 692.2 12.3 325.1 5.8 16.6 0.3 5,638.0

InI8nddist而ct 0 0.0 3.0 0.4 128.8 18.1 524.3 73.5 56.9 8.0 713.0

Soto-ucbldist雨ot 2ρ02.4 48.8
伽

990.3 24.2 668.4
、

16.3 432.3 10.5 6.6 0.2 4,100.0

NorthomKyusyudistrict 1,227.0 56.0 531.2 24.2 336.6 15.4 92.7 4.2 3.5 O.2
'2
,191.0

一

噂

Nankaldi5trlct 1,072.4 68.5 187.1 11.7 205.9 13.1 b7.416.2 3.2 0.2 1,566.0

Southr網stomisbnddlmat己o
●

二eglon

565.0 10α0 0 0.0
'0

0.0 0 0.0 0 0.0 565.0

丁otal 8,354.8. 47.1I
I
5,137.5 29.0 2,504.6 14.1 1,642.3 9.3 100.8 0.6 17,740.0

1980f…sicalyeartotal
P

688 51.0 337 25.O
L

148 1tO 162 12.0
L

14 1.0
1

1,349
…

一

2.1980年 度 と2000年 度長寿者調査 との比

較(カ ッコ内の数は1980年 度調査 の もの)

20年 間の年月の経過 と、13.2倍 の17,740

名に増加 した長寿者 総数規模 によ り、長 寿

者 の居住分布は量質両面にわたって無視 で

きない変容が随所 に見 受け られた。

1980年 同調査 と比べ、'瀬戸 内地方 は総 人

口 比 率22.1%(19.2%)、 長 寿 者 人 口 比 率

23.1% .(27。8%)と 長 寿 者 人 口 比 率 は4.7%

低 下 し 、 東 海 地 方 は 総 人 口 比 率43.2%

(40.2%〉 、 長 寿 者 人 口 比 率31.8%(26.4%)

と 共 に 増 加 し た 。
'一 方 地 形 別 分 布 状 況 で は

、 平 野 部 で

29.0%(25.0%)及 び 丘 陵 部 で14.0%
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し

(11.0%)と 増加 して お り、沿海部で47.0%

(51.0%)、 高地高原 部で9.3%(12.0%)と

減少が認 め られた。(Table2ab)

冷涼な気候 区で ある北海道気候区では高

地高原部で1.0%(10.0%)、 丘陵部で15.8%

(28.0%)と 著 減 し、 沿 海 部 で は56.9%

(33.0%)と 著増 し、温暖な地形へ の傾斜 を

強めて いるのが特徴的で、同 じ冷涼性 を持

つ 日本海岸気候区で も高地高原部 か ら丘陵

部へ移動 するという類似傾向 を示 していた。

3.東 日本、西 日本 に二分 した場 合の長 寿

者 分布 状況

1980年 調査の時点で、 日本 の総 人 口は東

西 に49.5%:50.5%で ほぼ二 分されていた

が、長 寿者人 口比では37.0%:63.0%と 温

暖 な西 日本優位 を示 した。 しか しなが ら20

年 後 の 調 査 で は 、 長 寿 者 人 口 比 が

42.0%:58.0%と な り東 日本優位 となった。

lV考 察

長寿者の居住分布の現状を1980年 と2000

年の調査結果を比較し以下に考察する。

第1に 、温暖な気候要素の評価である。

人体に生理学的影響をあたえるものとして

は、緯度、地形等の気候因子 と気温、気圧

等の気候要素等があり、これらは新陳代謝

及び脈管 口径の変化、明暗に対する代謝反

応、気圧の低下に対する血液系の変化等 さ

まざまな生体反応を引き起こすと報告lo)・II)

されている。瀬戸内地方、北九州地方、南

海地方などに長寿者が多数居住し、また長

寿者出現率も高いことは20年 の経過でも変

化なく、温暖で日照時間が長いことが有利

に働いている可能性が高い。

第2に 、海に面する地域の評価である。
一般的に、沿海部では豊富な蛋白質やカル

シウムを含む小魚等の摂取で、隣接する平

野部での穀物生産と新鮮な緑黄食野菜の供

給など生活機能要素に有利な立地12)が考え

られる。これ らは家森13>やLeafi4)の 長寿

を育てる要素に合致する。

第3に 平野部及び丘陵部への居住増加傾

向である。前回調査では長寿者の36.0%が

平野部と丘陵部で占め られていたが、20年

の経過で、43.1%と 著 しい増加の傾向を示

した。 これは、沿海部の産業基地化が進み

平野部への移住傾向が出てきたことと、大

規模工場地帯周辺での顕著な長寿者出現率

の低下などが原因の一つと推定できる。

第4に 居住環境における冷涼刺激への評

価である。長寿者が温暖で 日照時間の長い

気候要素を好む基本的な傾向は不変かもし

れないが、住環境、流通機能等生活環境の

著しい改善と高度化により、住みやすい冷

涼性気候要素に急激に移行 しつつある点に

注目したい。2000年 の調査で、日本海岸気

候区及び内陸地方の同出現率の増加傾向や、

長寿者の東西分布状況で示した著しい東日

本分布の回復傾向は前述の生活環境改善だ

けに拠るのはなく、冷涼で寒冷性の気候要

素に、生気象学や健康地理学等で指摘され

る長寿を可能とする適応力が作用したもの

と強く考えられる。世界の事例か らも、長

寿者を生む条件は、夏、冬の温度格差のあ

る寒冷の地15)であ り、刺激性の少ない温暖

性でなく、寒冷刺激が健やかさを生む自然

刺激として最も適 している16)。このことは

1980年調査で、自立した 「動ける」長寿者

を男女構成比で見ると、全国的にも男性比

率の高い気候区に多く、その1位 が北海道

気候区であ り、次いで三陸、日本海岸気候

区の順であり、冷涼性のある気候刺激が健

やかさの因子として考えられた1-3)。

第5に"Relocation(移 住)"と 長寿者

との関連である。高齢者の"Relocation"

に関する研究17)・18)・19)が注目されている。

1980年の調査対象が農業 ・漁業者の"定 住

性"要 素が背景にあり、2000年 調査が給与

所得者層の"移 住性"の 強い居住性が想定

される。高齢者が居住地や生活拠点を変更

することによる心身の適応力低下も指摘20)
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されてお り 「住みなれた場の持つ疫学的意

味」を今後検討しなければならない。

V結 論

1980年度 と2000年 度の厚生省による 「全

国高齢者名簿」を参考にして、居住環境の

面から長寿の要因を考察するため、気候区

分を主 として取り上げ検討した。その結果、

望ましい条件として、温暖な気候と日照時

間の長い気象条件や豊富で新鮮な食材を享

受できることの重要性が明 らかとなった。

20年の経年変化を比較すると、経済や社会

システムの近代化により、1)長 寿者数は

沿海部で減少し、平野部丘陵部で増加傾向

がある。2)長 寿者層の青年期の職種が農

業従事者層か ら、給与所得者層に大きく移

行してきたことが推定されるなどの変容を

読み取ることが出来た。

北海道気候区や 日本海岸気候区などの自

然条件は重要であり、また、世界の長寿地

域が北緯43度 線周辺の冷涼地域であること

か らも、気候区の温暖要素に限 らず、冷涼

要素についても更なる検討が必要であると

思われた。

この研究には阿岸祐幸北海道大学名誉教

授及び森谷黎北海道大学大学院教育学科教

授の指導 と、 日本健康開発財団の資料協力

を得た。
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